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第４次湖西市男女共同参画推進計画のための市民意識調査 設問案（案） 

【基本的な考え方】 

・原則、現計画の指標となっているものは残す。 

・回答率向上のため、不要な質問はできる限り減らす。 

・時代にそぐわないもの、不要なものは削除する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問１～問８】 

 回答者の属性のため、原則全て継続。 

ただし、問１については、性別の多様性を考慮して「その他」の選択肢を追加。 

問５については、同棲している人たちのために「同棲している」の選択肢を増やす。    

３.その他 

４．同棲している 

【凡例】 

○…継続 
△…一部修正 
×…削除 
[ ]…審議対象から除外 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問９】 

 継続。「男女共同参画」という言葉の認知度は意識のアンテナの高さを示すため。 

 言葉の認知度だけでなく、意識も図りたいのであれば、設問の内容を変更すること

も候補の一つである。問22のように、男女共同参画の定義を示した上で、「男女共

同参画についてどの程度知っていますか？」の設問に対し、「１言葉も内容も知って

いる ２言葉だけ知っている ３内容だけ知っている ４言葉も内容も知らない」

の選択肢を設ける方法もある。 

 

【問10】 

 削除。現計画を検証する指標ではなく、また、本計画策定に必要不可欠とは言い切

れない設問のため。 

 

【問11】 

 多文化共生分野も同時に市民意識調査を行うため混在しているが、多文化共生協議

会において審議するため、当審議会では触れないものとする。 

 

【問12】 

 継続。現計画の数値指標であり、男女共同参画意識を量るのに良い設問と捉える。 
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【問 13】 

 継続。現計画の指標にもなっており、湖西市の現状を知るために必要であると捉える。 

 

【問 14】 

 一部修正。選択肢７の次に「子育てや介護などへの男性の参画に対する男性の側の制度

改革」の選択肢を追加する。 

その他、選択肢９を「パートナー同士が男女平等の考えに基づいた理解や協力ができる

環境になること」に変更する。 

 ※「男女平等社会」は、理念としては「男女共同参画社会」よりも正しいニュアンスの

言葉であり、統計の継続性の観点からも引き続き同じ言葉を使用する。 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問15～16】 

 継続。行政に求められる支援として検討する必要があり、湖西市の現状を知るため

の指標となると捉える。 

 

【問17】 

 一部修正。選択肢５を「女は仕事、男は家事・育児を分担する」に変更。 
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【問18】 

 継続。湖西市の現状を知るための指標となる。 

 

【問19】 

一部修正。選択肢９を問20と統一して「介護休業が取得しにくいこと」とする。 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問21～23】 

 継続。湖西市の現状を知るための指標となると捉える。 
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【問 24】 

 継続。現計画の指標にもなっており、湖西市の現状を知るために必要であると捉える。 

 

【問25】 

 一部修正。選択肢５～７は、感情が入っているため、「何もできなかった、または何もし

なかった」に変更し、理由について問う設問を追加する。 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問 26】 

 継続。現計画の指標にもなっており、湖西市の現状を知るために必要であると捉える。 

 

【問27】 

 一部修正。選択肢５～７は、感情が入っているため、「何もできなかった、または何もし

なかった」に変更し、理由について問う設問を追加する。 
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【問28】 

 一部修正。「大切だと思わなくなった」の選択肢を追加する。 

 

【問29】 

 一部修正。東日本大震災は発生から９年が経過しようとしており、また、近年では、

震災のほか、台風被害も顕著である。こうしたところから、「近年では、災害直後や

避難所運営に女性が参画していない、平時の防災や震災対応に女性の視点がない等

の問題が指摘されています。」に変更する。 

 選択肢５は修飾語が足りないため、「女性や子どもなどに対して配慮された」を文頭

へ加える。 

選択肢７は平時の対策としての回答も含まれてしまう可能性があるため、「ダイバー

シティ（多様性）を大切にするような」を文頭へ加える。 

 

 

 

 

  

大切だと思わ
なくなった。 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

追加 

追加 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問30～31】 

一部修正または削除。地域活動に関する問を設置する意味について再検証の必要があ

る。一方で社会参加できていない（＝孤立）の状況について男女共同参画の問題が隠

れているのか、検証する意義もあるためどのような方向性にするか、意見を伺いたい。 

継続の場合、問30の選択肢に「子育て支援に関する活動」を追加。 

 

【問32】 

 継続。現計画の指標にもなっており、湖西市の現状を知るために必要であると捉える。 
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【問33】 

継続。現計画でも課題分野であり、市民意識を量ることは有意義であると捉える。 

 

 

【自由記述】 

継続。男女共同参画に対する市民の考えを聞く良い機会であるため。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

追加設問について 
◎回答者の属性について 

・居住地区（中学校区別５項目） 

・貧困の程度（世帯年収or貯蓄額） 

 

◎LGBTに関して 

・行政に取り組んで欲しいこと 

・（当事者向け）カミングアウトについて考えていること 

・性（LGBT）教育について考えること（行うべきか否か） 

 

◎DV防止計画に必要な質問 

・暴力について相談できる窓口の認知度 

 

◎リプロダクティブ・ヘルス/ライツについて 

・指標となっているため、認知度を図る設問を追加する。 

 

◎その他 

この調査のほかに中学生２年生を対象に男女共同参画意識調査を行う予定。 

 

 

 


